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[抄 録] 

野球において，走速度は重要な要素である．床反力が加速局面における走速度に影響を及ぼす要因であること

は明らかである．しかし，野球のスプリントのスタート時および加速局面の初期にあたる局面における走速度と床反力

の関係は明らかでない．そこで本研究は，高校生を対象としてスプリントの局面をスタート局面，初期加速局面およ

び移行局面に分類し，各々の局面における走速度と床反力の関係を明らかにすることを目的とした．  

硬式野球部に所属する健康な男子高校生 22 名を本研究の対象とし，0-5m(スタート局面)，5m-10m(初期加速局

面)，10m-15m(移行局面)における走速度を測定した．また，スタート時の左足，右足，左足 1 歩目，5m および 10m

地点における床反力の推進成分および鉛直成分の最大値および力積を測定した．また，床反力の推進成分と鉛直

成分の値から床反力を算出し，床反力に対する推進成分の割合として床反力の比率を求めた． 

スタート局面における走速度とスタート時の左足，左足 1 歩目における床反力の推進成分の最大値との間には有

意な正の相関関係が認められた．また，スタート局面における走速度とスタート時の左足，右足，および左足 1 歩目

における床反力の推進成分の力積および床反力の比率との間には有意な正の相関関係が認められた．初期加速

局面における走速度と 5m 地点における床反力の推進成分の最大値，力積および床反力の比率との間には有意な

正の相関関係が認められた．移行局面における走速度と 10m 地点における床反力の鉛直成分の最大値との間には

有意な正の相関関係が認められた．移行局面における走速度と10m地点における床反力の推進成分および床反力

の比率との間には相関関係は認められなかった． 

これらのことから，野球のスプリントのスタート局面および初期加速局面においては床反力の推進成分が重要な因

子であること，移行局面においては床反力の鉛直成分が重要な因子であることが明らかとなった．また，通常のスプ

リントのスタートに比べ，野球のスプリントのスタート時には，床反力における推進成分の割合が増大することが明ら

かとなった．床反力の推進成分および鉛直成分が走速度に貢献する大きさは，スタート局面，初期加速局面および

移行局面において異なる可能性が示唆された． 
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Ⅰ 緒言 

野球は，投力，打力など，様々な能力が求められる

スポーツである．走速度もまた重要な要素であり，勝利

を得るためには欠くことのできない要素である．高い走
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速度は，野球の攻撃，守備の両場面において必要とさ

れる．走速度が高い選手が所属するチームは試合に

おいて有利とされる(Coleman and Lasky 1992，Coleman 

and Duper 2004，Szymanski and Fredrick 2001)． 

攻撃の際，打者および走者が塁間の距離(27.431m)

より長い距離を直線的に走る場面は多くみられない．

守備の際も，捕球姿勢の開始までの間における直線的

な走動作は短い時間で終了する．これらのことから，野

球におけるスプリントは 30m 以下の距離で頻発すること

が考えられる．この距離は，100m スプリントの一般的な

局面の分類においては初期加速局面(0-10m)および加

速局面(0-30m)に相当する(Delecluse 1997，McFarlane 

1993，Murphy ら 2003)．McFarlane(1993)は，スプリント

の加速局面をさらに Pure Acceleration Phase(0-12m)お

よび Transition Phase(12m-30m)に分類し，各々の局面

に特異的なトレーニング方法について報告した．また，

Delecluse ら(1997)はスプリントの 0-10m を Initial Accel-

eration Phase とし，10m-36m を Transition Phase として

加速局面の分類を行った．このように，加速局面はいく

つかの先行研究によってさらに局面の分類が行われて

いる．加速局面の走速度は野球を含む多くのフィール

ドスポーツにおいて重要であるとされ(Murphy ら 2003)，

特に，試合の中での重要な局面において，スタートから

数歩で終了するスプリントは頻発する(Penfold and Jen-

kins 1996)．これらのことから，スプリントのスタート時お

よび加速局面の初期における走速度は野球において

重要であると考えられる．Mero ら(1992)は，走速度は

様々な生体力学的変数の影響を受け，この変数には，

反応時間，筋力，神経学的要因などに加えて，接地の

際に発生する床反力も含まれることを報告した．先行研

究において，スプリントの加速局面における走速度と床

反力の推進成分の最大値，力積および力の平均値の

間には正の相関関係が認められている(Hunter ら 

2005，Mero 1988，Mero ら 1992)．  

野球の走塁時のスタートは，進塁および帰塁の 2 つ

の方向に身体を移動できる姿勢を取る必要があり，スタ

ートに至るまでの間は両脚に均等に荷重する．この姿

勢は，進行方向が予め定まっており，スタート直後の姿

勢変化が矢状面上で行われることが多い陸上競技の

短距離走のスタートと大きく異なる．疾走中においては，

塁間を走り抜けるだけではなく，スライディングを用いて

止まる，走速度を制動して塁上に止まる，あるいは大き

く回り込み，さらに先の塁へ進路を変えるといった特徴

がある．加速局面における走速度と床反力の関係性に

ついて検討されたこれまでの先行研究の知見は，スタ

ーティングブロックを用いたスタート(Mero 1988)，あるい

は進行方向に身体の前面を向けた状態で行われるスタ

ンディングスタートによるスプリントから得られたものが

多い(Hunter ら 2005)．野球において，加速局面の初

期における走速度は勝つための重要な因子である

(Coleman and Amonette 2012，Szymanski and Fredrick 

2001)にも関わらず，スタート形式の異なる野球のスプリ

ントにおける走速度と床反力の関係性が，スターティン

グブロックを用いたスタートやスタンディングスタートに

よるスプリントの加速局面における走速度と床反力の関

係性と同様に認められるかについては明らかとされて

いない． 

そこで，本研究は対象を高校生の野球選手として，

先行研究からスプリントの局面をスタート局面，初期加

速局面および移行局面に分類し，各々の局面における

走速度と床反力の関係を明らかにすることを目的とした． 

 

Ⅱ 方法 

1. 被験者 

硬式野球部に所属する健康な男子高校生 22 名(年

齢：16.7 ± 0.5 歳，身長：168.8 ± 7.1cm，体重：60.1 

± 7.6kg)を本研究の対象とした．全ての被験者とその

保護者，チーム代表者に対して，本実験の詳細の説明

および安全性についての説明を行い，書面による同意

を得た．本研究は，早稲田大学の人を対象とする研究

に関する倫理委員会の承認を受けた後に実施された

(承認番号：2010-258)． 

 

2. 測定方法 

全ての被験者に，ゴム製のソールの運動靴を着用さ

せた．実験に先立ち，20 分間のウォーミングアップ(ラン

ニング5 分間，スタティックストレッチング5 分間，ダイナ

ミックストレッチング 10 分間)およびスプリント(5m×4，

10m×2，20m×1，30m×1)を行わせた． 

被験者は，2 枚のフォースプレート(FP6012-15，

Bertec 社製)を埋設した体育館の走路で，15m スプリン

トを以下のスタート位置より各 2 試行ずつ，計 6 試行を

行った (図 1)． 
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図 1．スタート地点および床反力の測定地点 

1) フォースプレート上(0m 地点の前後にフォースプレ

ート) 

2) フォースプレートより 5m 後方(5m 地点にフォース

プレート) 

3) フォースプレートより 10m 後方(10m 地点にフォー

スプレート) 

スタート地点を後方に位置することで，5mおよび10m

地点通過後 1 歩目の床反力データの測定を行った．ス

タートは，進行方向に対し，身体の前面を約 90°左に

向けた状態でのスタンディングスタートとし，被験者が

野球の試合の際に行う盗塁時のスタートの姿勢で行わ

せた(図 2)．全ての被験者において，スタートの際に右

足を離地した状態で，左足を軸にして進行方向に対し

て身体の前面を向ける動作が認められた．そのため，

被験者のスタート方法には制限を設けなかった．スター

トの合図には，点灯時間の調節が可能である LED ラン

プ(PH-106，DKH 社製)を用いた．LED ランプは，投手

の位置を模して，スタートの姿勢を取っている被験者に

対して右斜め約 50°，19m 離れた地点に配置された

(図 2)．全ての被験者に対し，点灯している LED ランプ

が消灯した瞬間にスタートをするように指示した．被験

者は 1 試行毎に各スタート地点に歩いて戻り，次の試

行まで 2 分間の休息が与えられた． 

 

 

図 2．スタートの姿勢 

3．走速度の測定 

SPEED METER(VMS-003，VINE 社製)を用いて走速

度の測定を行った．本装置は，被験者に装着するフッ

ク，ストリング，軸の回転パルス検出を行うロータリーエ

ンコーダー，ストリングを巻き取るリールおよびリールを

作動させるモーターから構成されている．被験者は予

め臍下約10cm の位置に野球用ベルトを着用し，ベルト

の後部にフックを装着した状態で試行を行った．ロータ

1) フォースプレート上 

2) フォースプレートより 5m 後方 

3) フォースプレートより 10m 後方 
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リーエンコーダーから発生するパルス信号は，インター

フェースを介して数値データに変換され，500Hz でパ

ーソナルコンピューターに出力された．これらのデータ

をもとに，ストリングの牽引された距離から，0-5m をスタ

ート局面，5m-10m を初期加速局面，10m-15m を移行

局面とし，各局面における走速度を算出した． 

 

4．床反力の測定 

フォースプレート(FP6012-15，Bertec 社製)を用いて

以下の地点における床反力の測定を行った．(図 1) 

1) スタート時の床反力：2 台のフォースプレート上に左

右の足をそれぞれ配置し，スタート時の左足，スタ

ート時の右足およびスタート後の左足一歩目の床

反力を測定した． 

2) 5m，10m 地点の床反力：左右の足に関わらず，各

地点通過後 1 歩目の床反力を測定した． 

各地点における進行方向に対する床反力の推進成

分および鉛直成分の測定を行った．床反力の信号は

Vital Recorder2 (KISSEI COMTEC社製)を介し，サンプ

リング周波数1000Hzでパーソナルコンピューターに取

り込まれた．その後，解析ソフト(Kine Analizer ，KISSEI 

COMTEC社製)を用いて解析を行い，床反力の推進成

分および鉛直成分の最大値を求めた．また，床反力の

推進成分および鉛直成分を作用時間で積分し，各成

分の力積を算出した(式①)．スタート時の右足，左足1

歩目，5m地点，10m地点における作用時間は，各地点

の足接地時において床反力の推進成分および鉛直成

分の値が10N以上になった時点から25N未満に減少す

るまでの時間として測定された(Hunterら 2005)．スター

ト時の左足は，進行方向に対して身体の前面を向ける

際に離地することなく軸足として床反力を獲得する．そ

のため，スタート時の左足における作用時間は，スター

トの姿勢を取り，静止した状態で観察された床反力の

推進成分および鉛直成分の値を基準とし，スタートの

合図後に10N以上になった時点から25N未満に減少す

るまでの時間として測定された．さらに，床反力が作用

する方向を調べるため，床反力の推進成分と鉛直成分

の値から床反力を算出し(式②)，床反力に対する推進

成分の割合として，床反力の比率(ratio of forces applied 

onto the ground)を求め，接地中における平均値を算出

した(Morin，2011)(式③)． 

  

式①・・・  Fpro.の力積   

Fver.の力積
 

式②・・・  F୰ୣୱ. ൌ ටF୴ୣ୰.ଶ ൅ F୮୰୭.ଶ  

式③・・・  床反力の比率 = 
୊౦౨౥.୊౨౛౩.  

 

Fpro.：床反力の推進成分，Fver.：床反力の鉛直成分，

Fres.：床反力，tpro.，tver.：足接地時における床反力の推

進成分および鉛直成分の作用時間 (Fpro.および Fver.の

値が 10N 以上になった時点から 25N 未満に減少する

までの時間) 

 

5．統計処理 

スプリントのスタート局面，初期加速局面および移行

局面において測定された走速度は絶対値で示し，平均

値および標準偏差を算出した．床反力の比率を除く各

床反力データについては，被験者の体重 1N あたりの

値で示し，各項目の平均値および標準偏差を算出した．

各局面において測定された走速度と床反力の関係は

相関分析を用いてピアソンの相関係数を求め検討した． 

統計処理には IBM SPSS Statistics 19 (IBM SPSS 社製)

を用い，いずれの数値も危険率5％未満をもって有意と

した． 

 

Ⅲ 結果 

各局面における走速度の平均値および標準偏差を

表 1 に示した．また，各測定地点における床反力の推

進成分，鉛直成分の最大値，力積および床反力の比

率の平均値，標準偏差を表 2 に示した． 

 

表 1．各局面における走速度(平均値±標準偏差) 

 

= F dt
tpro.A

tpro.B

=
tver.A

tver.B Fdt
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表 2．各測定地点における床反力の推進成分，鉛直成分の最大値，力積および床反力の比率 (平均値±標準偏差)  

表 3 はスタート局面における走速度とスタート時の左

足，右足および左足1歩目における床反力の推進成分

と鉛直成分の最大値，力積および床反力の比率との相

関関係を示したものである．スタート局面における走速

度とスタート時の左足および左足 1 歩目における床反

力の推進成分の最大値との間には有意な正の相関関

係が認められた(左足：p＜0.001，左足 1 歩目：p＜0.05)．

スタート局面における走速度とスタート時の右足におけ

る床反力の推進成分の最大値との間には有意な相関

関係は認められなかった．また，スタート局面における

走速度とスタート時の左足，右足および左足 1 歩目に

おける床反力の鉛直成分の最大値との間には有意な

相関関係は認められなかった．スタート局面における

走速度とスタート時の左足，右足および左足 1 歩目に

おける床反力の推進成分の力積との間には有意な正

の相関関係が認められた(左足：p＜0.05，右足：p＜

0.05，左足 1 歩目：p＜0.05)．一方，スタート局面におけ

る走速度とスタート時の左足，右足，左足 1 歩目におけ

る床反力の鉛直成分の力積との間には有意な相関関

係は認められなかった．スタート局面における走速度と

スタート時の左足，右足および左足 1 歩目における床

反力の比率との間には有意な正の相関関係が認めら

れた(左足：p＜0.001，右足：p＜0.05，左足 1 歩目：p＜

0.01)． 

 

表 3．スタート局面(0-5m)における走速度とスタート時の床反力の関係 

 

表 4 は初期加速局面における走速度と 5m 地点にお

ける床反力の推進成分と鉛直成分の最大値，力積およ

び床反力の比率との相関関係を示したものである．初

期加速局面における走速度と 5m 地点における床反力
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の推進成分の最大値および推進成分の力積との間に

は有意な正の相関関係が認められた(p＜0.05)．また，

初期加速局面における走速度と 5m 地点における床反

力の推進成分の力積との間には有意な正の相関関係

が認められた(p＜0.05)．一方，初期加速局面における

走速度と 5m 地点における床反力の鉛直成分の最大値

および力積との間には有意な相関関係は認められなか

った．初期加速局面における走速度と 5m 地点におけ

る床反力の比率との間には有意な正の相関関係が認

められた(p＜0.05)． 

 

表 4．初期加速局面(5m-10m)における走速度と 5m 地点の床反力の関係 

 

表 5 は移行局面における走速度と 10m 地点におけ

る床反力の推進成分と鉛直成分の最大値，力積および

床反力の比率との関係を示したものである．移行局面

における走速度と 10ｍ地点における床反力の鉛直成

分の最大値との間には有意な正の相関関係が認めら

れた(p＜0.05)．移行局面における走速度と 10m 地点に

おける床反力の推進成分の最大値，力積，床反力の鉛

直成分の力積および床反力の比率の間には有意な相

関関係は認められなかった．  

 

表 5．移行局面(10m-15m)における走速度と 10m 地点の床反力の関係 
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Ⅳ 考察 

本研究は，床反力が野球のスプリントのスタート局面，

初期加速局面および移行局面における走速度に及ぼ

す影響を明らかにすることを目的として行われた．その

結果，スタート局面および初期加速局面における走速

度と床反力の推進成分の最大値，力積および床反力

の比率との間には有意な相関関係が認められた．また，

移行局面における走速度と床反力の鉛直成分の最大

値との間には有意な相関関係が認められた．これらの

結果から，床反力の推進成分および鉛直成分が野球

のスプリントの走速度に及ぼす影響はスプリントの局面

によって異なると推察された．その理由として，スタート

局面および初期加速局面においては野球のスプリント

のスタート時における姿勢および接地した足の作用が，

移行局面においては野球のスプリントで要求される特

徴が考えられた． 

スタート局面における走速度とスタート時の左足およ

び左足 1 歩目における床反力の推進成分の最大値と

の間には有意な相関関係が認められた(左足：r=0.69，

p<0.001 左足1歩目：r=0.50，p<0.05)．また，スタート局

面における走速度とスタート時の左足，右足および左

足 1 歩目における床反力の推進成分の力積との間に

はそれぞれ有意な正の相関関係が認められた(左足：

r=0.53，p<0.05 右足：r=0.42，p<0.05 左足 1 歩目：

r=0.53，p<0.05)．初期加速局面における走速度と5m地

点における床反力の推進成分の最大値，力積との間に

はそれぞれ有意な正の相関関係が認められた(最大

値：r=0.47，p<0.05 力積：r=0.48，p<0.05)．先行研究に

おいて，スプリントのスタート直後に測定された床反力

の推進成分の最大値および力積と走速度との間には

有意な相関関係があることが報告されており(Mero 

1988，Mero ら 1992)，スプリントのスタート局面および

初期加速局面において，推進力の発揮の重要性が示

唆されている．本研究においても先行研究と類似した

結果が得られたことから，野球のスプリントのスタート局

面および初期加速局面においても，床反力の推進成

分は重要な因子であることが示唆された．加速局面に

おける走速度と床反力の関係性について検討されたこ

れまでの先行研究の知見は，スターティングブロックを

用いたスタート(Mero 1988)，あるいは進行方向に身体

の前面を向けた状態で行われるスタンディングスタート

によるスプリントから得られたものが多くみられた

(Hunter ら 2005)．本研究では進行方向に対し，身体

の前面を約 90°左に向けた状態をスタートの姿勢とし

て走速度の測定を行った(図 1)．この姿勢は，野球にお

いて走塁時に頻繁にみられると考えられた．スタートの

際は，右足を離地し，左足を軸にして進行方向に対し

て身体の前面を向ける動作がみられた．身体の前面が

進行方向へ移動を開始した後に右足が接地し，進行方

向へ身体が移動を開始し，左足１歩目が接地する動作

がみられた．スタート時の左足は，進行方向に対して身

体の前面を向ける際の軸足として機能すると考えられ

た．スタート局面における走速度と左足における床反力

の推進成分の最大値との間に有意な相関関係が認め

られたことから，野球のスプリントのスタートでは，進行

方向への移動を行うために，軸足となる左足が大きな

推進力を発揮することが重要であると考えられた．スタ

ート時の右足は，進行方向に対して身体の前面を向け

た後に接地する動作がみられた．このとき，身体の進行

方向への移動速度は高くないため，接地した右足が地

面を強く蹴ることによる進行方向への加速が求められる

と考えられた．スタート局面における走速度とスタート時

の右足における床反力の推進成分の最大値との間に

有意な相関関係は認められず，床反力の推進成分の

力積との間に有意な相関関係が認められたことから，ス

タート時の右足においては力の大きさだけでなく，力を

発揮する時間が重要であると考えられた．また，スター

ト時の左足および左足１歩目においてもスタート局面に

おける走速度と床反力の推進成分の力積の間に有意

な正の相関関係が認められたことから，スタート時の右

足に加え，スタート時の左足，左足１歩目においても推

進力の作用する時間が重要であると考えられた．本研

究で行ったスプリントの測定では，牽制球を想定したス

タートの課題は用いられなかった．このような課題があ

った場合，今回の結果とは異なる結果となる可能性も

考えられた． 

スタート局面における走速度とスタート時の左足，右

足および左足 1 歩目における床反力の比率の間には

それぞれ有意な正の相関関係が認められた(左足：

r=0.67，p<0.001 右足：r=0.52，p<0.05 左足 1 歩目：

r=0.62，p<0.01)．また，初期加速局面における走速度と

5m 地点における床反力の比率の間にはそれぞれ有意

な正の相関関係が認められた(5m：r=0.52，p<0.05)．床

反力の比率は，床反力における推進成分の割合を示
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す(Morin ら 2011)．床反力の比率と加速局面における

走速度の間には有意な相関関係があることが報告され

ており(Morin ら 2011)，床反力の水平方向への発揮は，

スプリントの加速局面において重要な要因であるとされ

る(Kawamori ら 2013，Morin ら 2011)．本研究の結果か

ら，床反力の発揮される方向は，野球のスプリントのス

タート局面および初期加速局面における走速度に影響

を及ぼすことが考えられた．また，Kawamori ら(2013)に

よると，足を前後に開き，身体の前面を進行方向に向け

た状態で行われたスプリントのスタート後 2 歩目におい

て測定された床反力の比率は，28.0±1.0％であった．

本研究で測定されたスタート時の左足，右足および左

足 1 歩目における床反力の比率は，先行研究における

結果に比べ高い値を示した(左足：43.0±4.9%，右足：

45.7±4.5%，左足 1 歩目：38.0±3.9%)．本研究における

スプリントの測定は，進行方向に対して身体の前面を約

90°左に向けた状態で行われる野球に特徴的なスタン

ディングスタートを用いて行われた．野球のスプリントの

スタートは通常のスプリントと異なり，スタート時から重心

の位置が高く保たれているため重心の上昇が少ない，

あるいはスタート時の接地時間が長いことが考えられた．

これらのことから，野球のスプリントのスタート時におい

ては通常のスプリントのスタート時に比べて床反力の鉛

直成分を獲得する必要性が低くなったと考えられ，結

果として床反力の比率が高くなったと推察された．  

移行局面の走速度と 10m 地点における床反力の鉛

直成分の最大値との間には有意な相関関係が認めら

れた(r=0.44，p<0.05)．Weyand ら(2006)は，最高走速度

と床反力の鉛直成分の力積の間には相関関係が認め

られたことから，鉛直方向への力発揮の増大は最高走

速度を向上させるための主要なメカニズムであると述べ，

鉛直成分の最大値は走速度の上昇に伴って増大する

と報告した．また，Munro ら(1987)は走速度の上昇

(3m/s から 5m/s)に伴う床反力の鉛直成分の最大値の

増大(1.40 ± 0.11BWから1.70 ± 0.08BW)を報告した．

Nigg ら(1987)も同様に走速度の上昇(3m/s から 6m/s)に

伴う床反力の鉛直成分の最大値の増大(1331 ± 225N

から 2170 ± 489N)を報告した．これらの先行研究から，

走速度の向上に伴い，より大きな床反力の鉛直成分を

獲得する必要があると考えられた．本研究の結果から，

野球の走塁においては，通常のスプリントと異なり，移

行局面(10m-15ｍ区間)において床反力の鉛直成分の

大きさが走速度の規程因子となる可能性が示された．

一方で，移行局面における走速度と 10m 地点における

床反力の推進成分の最大値，力積および床反力の比

率の間には有意な相関関係は認められなかった．野球

の進塁時には，塁間を走り抜けるだけではなく，スライ

ディング等を用いて止まる，走速度を制動して塁上に

止まる，あるいは大きく回り込み，さらに先の塁へ進路

を変える必要があり，これらは野球のスプリントの加速

局面における走動作の特徴であると考えられた．この

特徴により，陸上競技の短距離走の選手に比べ，野球

選手は加速局面の早期の段階で上体を起こす動作を

行うことが求められると考えられた．このような走動作は

普段の練習などにおいても頻繁に行われており，本研

究の被験者の走動作の習慣となっていたことが推察さ

れた．また，トップレベルの陸上競技の短距離選手は

45ｍ〜55ｍの間に最高走速度に到達するのに対し，非

鍛錬者は 20ｍ〜30ｍで最高走速度に到達する

(Schmolinsky 2000)ことから，陸上競技の短距離選手の

加速局面と比較して，非鍛錬者の加速局面は短いこと

が考えられた．野球では，攻撃の際，打者および走者

が塁間の距離(27.431m)より長い距離を直線的に走る

場面は多くみられない．守備の際も，捕球姿勢の開始

までの間における直線的な走動作は短い時間で終了

することから，野球のスプリントでは，加速局面の前半

において高い走速度を発揮することが要求されることが

考えられた．これらのことから，移行局面における走速

度と床反力の推進成分との間には相関関係が認められ

ず，床反力の鉛直成分の間に有意な相関関係が認め

られたことについて，野球のスプリントで要求される特

徴が影響を及ぼす可能性が推察された．  

本研究は高校生の野球選手を対象として，先行研究

からスプリントの局面をスタート局面，初期加速局面お

よび移行局面に分類し，各々の局面における走速度と

床反力の関係を明らかにすることを目的とした．その結

果，スタート局面における走速度と床反力の推進成分

および床反力の比率との間に有意な正の相関関係が

認められた．また，初期加速局面における走速度と床

反力の推進成分および床反力の比率との間には有意

な正の相関関係が認められた．移行局面においては，

走速度と床反力の推進成分および床反力の比率の間

には有意な相関関係は認められなかったが，走速度と

床反力の鉛直成分の間には有意な正の相関関係が認
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められた．スタート局面および初期加速局面における

走速度と有意な相関関係が認められた床反力の比率

は，進行方向に身体の前面を向けた姿勢でのスタート

によって測定されたものに比べ高い値を示した．このこ

とから，通常のスプリントのスタートに比べ，野球のスプ

リントのスタート時には，床反力における推進成分の割

合が増大することが明らかとなった．また，床反力の推

進成分と鉛直成分が走速度に貢献する大きさは，加速

局面をさらに細分化したスタート局面および初期加速

局面と移行局面において異なる可能性が考えられ，高

い走速度を獲得するために，局面に応じたトレーニン

グを行う重要性が示唆された． 
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